
自己
評価

外部
アン
ケート

改善策
自己
評価

外部
アン
ケート

改善策

Ⅰ 1 ① 「総合的な学
習の時間」
に、主体的に
取り組んだと
自己評価する
生徒が７０％
以上いる。

・生徒の興味・
関心・能力に
応じて自主的
に取り組めるよ
う複数のコース
を用意し、支
援、助言を行
う。

Ａ Ｃ

○資格を取得し、
自信や達成感を
持たせることも大
事だが、努力の過
程が見えるような
工夫をし、意欲を
継続できるように
したい。

Ｄ Ｃ

○個別の学習
テーマを設定し
１年間かけて取
り組むような新
しい企画を考え
る必要がある。
また、１学期に
１回は、自分の
成長を振り返ら
せる。② 生徒の主体的

な学習活動を
促すため、授
業で言語活動
や学び合いを
計画的に実施
する教員が７
０％以上い
る。

・毎時間、意識
的に言語活動
を位置づける
とともに、授業
アンケートに
よってその効
果を検証す
る。また、効果
的な言語活動
や学び合い等
について校内
研修を行う。

Ａ Ａ

○単元の指導計
画や年間指導計
画に生徒の実態
や教科の特性に
合った学び合い
やアクティブラー
ニングを導入でき
るようにしたい。

Ａ Ｂ

○アクティブ
ラーニングを進
めるための具体
的方法について
研修で共通理解
をし、各科目で
できることは何
かを考える。一
週間に一回は実
施できるよう努
める。

2 　生徒に
とって魅
力ある学
習環境
が整備
されてい
ますか。

③ 自分の学校が
好きだと感じ
ている生徒が
７０％以上い
る。

・授業や学校
行事、部活動
を活性化し、
個々の生徒の
実態に応じ
て、学校生活
や進路等゜に
ついてきめ細
かに支援す
る。

Ｄ Ｄ

○まず、積極的な
ＨＲ経営を図り、
生徒の居場所を
作るとともに、数
学・英語の学力が
低い生徒の支援
を行う。

Ｂ Ｄ

○好きでないと
ころとその理由
についてアン
ケートをとり分
析する。学校行
事の練習で上級
生と下級生の交
流が進むように
弾力的な運用を
図る。

3 　生徒の
教育再
生の場と
して、学
習姿勢
のあり方
を指導
するとと
もに、社
会性を
育んで
います
か。

④ 不登校から立
ち直り、継続
して登校でき
るようになった
生徒が６０％
以上いる。

・不登校等で
学習機会に恵
まれなかった
生徒に、登校
しやすい環境
づくりを心掛
け、基礎学
力、社会性を、
４年間かけて
養うことで、自
ら考え、前向き
に生きる姿勢
を身につけさ
せる。

Ａ Ａ

○入学式しか登
校できず留年した
生徒が４日だけ登
校して少し進歩は
見られたが、進級
はできないので今
後のことについて
しっかり指導して
いく。

Ｂ Ａ

○入学式しか登
校できず留年し
た生徒は、結局
登校できず、そ
のほかにも欠席
が増えて進級で
きない生徒が一
人出てきてし
まった。少人数
のため人間関係
のこじれや固定
化が起こりやす
いので、ＨＲだ
けでなく全授業
で先生方に支援
してもらう。

4 　対外的
な行事
等に積
極的に
参加す
るよう支
援してい
ますか。

⑤ 西毛地区体
育大会やその
他の大会、各
種検定等に積
極的に参加し
ている生徒が
６０％以上い
る。

・各部活動の
日常活動を支
援し、対外的
な大会に積極
的に参加する
ように生徒を
励ます。
・英語検定、漢
字検定、ビジ
ネス文書検
定、情報処理
検定等を受検
する機会を設
ける。

Ａ

○部活動をより活
性化させ、勝ち負
けにこだわらず、
他校生と交流する
ことで得られるも
のも多いことを教
える。段階的に検
定や資格試験に
挑戦させ、達成感
を味わえるように
し、努力を継続し
主体的に取り組
むことの大切さに
気付くようにする。

Ａ

○１～３年生は
部活動に参加し
ている生徒が多
いので、更に練
習内容を工夫し
たり楽しんでで
きるようにして
参加率を上げ
る。検定試験へ
の挑戦について
は、普段の授業
で問題を取り入
れるなど意識付
けをする。

平成27年度 第２回 点検・評価

　特色あ
る学校
づくりに
努めて
います
か。

　特色あ
る教育
活動を
行って
います
か。

方策

平成27年度 第１回 点検・評価
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具体的数値項目評価項目評価対象



自己
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外部
アン
ケート

改善策
自己
評価

外部
アン
ケート

改善策

Ⅱ 　生徒の
意欲的
な学習
活動に
ついて
適切な
指導を
していま
すか。

5 　生徒の
実態に
応じた指
導を
行って
います
か。

⑥ 生徒の実態を
踏まえて、習
熟度に応じた
指導を実施
し、学習に対
する達成感・
満足感を持っ
ている生徒が
７０％以上い
る。

・生徒の習熟
度や諸事情に
応じた個別的
な指導を心掛
け、授業改善
をし、基礎学
力向上を図
る。
・漢字・計算ド
リル等の補助
教材を作成し
て、反復・継続
的指導を行う。

Ｃ Ｃ

○授業時間中に
基礎・基本が身に
つくように学び直
しを行うとともに、
アクティブラーニ
ングの学習活動を
工夫する。また、
少人数を生かした
個別指導を行う。

Ｂ Ｄ

○アクティブラー
ニングの課題を習
熟度に応じた段階
的なものにし、学
び合い活動を取り
入れて全員で基礎
学力の底上げが図
れるようにする。
また、ＩＣＴを活
用した課題を用意
するなど定時制の
生徒の実態に応じ
て興味関心を高め
る教材を工夫し、
学習に対する満足
感を高められるよ
うにする。

6 　生徒は
確かな
学力を
身に付
けていま
すか。

⑦ 　漢字テストを
１年間に６回
実施し、正解
率８割以上の
生徒が６０％
以上いる。

・国語及びＬＨ
Ｒ活動の時間
を使い、全学
年で社会人に
必要な漢字の
習得に取り組
む。

Ｃ

○漢字テストはク
ラスの団体戦とい
う意識を持てるよう
に、学び合いを取
り入れ、クラスの
表彰も考える。 Ｂ

○ゲーム感覚・団
体戦的要素を取り
入れた漢字クイズ
等を行い、学習へ
のモチベーション
を高める。個々の
生徒の実情に応じ
たハードルを設け
て表彰する。

Ⅲ 　生徒の
充実し
た学校
生活に
ついて
適切な
指導を
していま
すか。

7 組織的・
継続的
な指導
を行って
います
か。

⑧ 適切な指導が
行えるように、
毎日の打合せ
や休み時間
等に、生徒に
関する情報交
換を行い職員
間の連携を図
る。

・生徒指導上
の重要な情報
は、その都度
全職員が共有
する。
・生徒のよい
所に気付いた
際に共有ファ
イルに入力し、
情報を共有す
る。

Ａ

○生徒とのコミュニ
ケーションは良好で
あり、教員相互で情
報交換もよくやって
いるので、教員が生
徒のよいところを見
つけて共有ファイル
に記録する「いいと
こ見っけ」の取組を
さらに進め、ほめる
指導に活かす。

Ａ

○教員が生徒のよ
いところを見つけ
て共有ファイルに
記録する「いいと
こ見っけ」の取組
が停滞したので、
いいところの入力
が多い生徒を表彰
するなど、さらに
積極的に長所を探
してほめる活動を
進める。

⑨ いじめの未然
防止、早期発
見及び早期
対処に努め、
解消率が
100％である。

・ＳＨＲや授
業、部活動等
あらゆる機会
において生徒
の様子を観察
し、話の中から
いじめの兆候
をつかみ、対
処する。

Ｃ

○ソーシャルスキ
ルトレーニングに
ついて理解を深
め、ＬＨＲや授業
等で活用して、生
徒同士のコミュニ
ケーションが円滑
にいくようにした
い。

Ｂ

○ＬＨＲを活用し
てソーシャルスキ
ルトレーニングを
行い、生徒同士の
相互理解が図られ
るような活動を工
夫する。また、い
じめについて考え
るワークショップ
の実施を考える。

8 　生徒は
健康で、
規則正
しい学
校生活
を送って
います
か。

⑩ 出席状況不
良者数が２
０％以下であ
る。

・就業時間に
ついて雇用主
に理解を求め
る。
・家庭との連携
を密にし、家
庭においても
指導をしてもら
う。

Ｃ

○欠席、遅刻が
多いのは特定の
生徒であり、個々
の事情に応じた
対応を工夫する。
保護者や友人に
も協力してもらい
ながら根気強く指
導する。

Ｃ

○不登校経験があ
る生徒が多いた
め、欠席、遅刻、
早退について強い
指導に及び腰で
あったが、正当な
理由がない場合に
は、しっかり指導
する。教室で孤立
しがちな生徒に教
員側が積極的に言
動で支援する。

評価項目
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方策

平成27年度 第１回 点検・評価 平成27年度 第２回 点検・評価

評価対象 具体的数値項目



自己
評価

外部
アン
ケート

改善策
自己
評価

外部
アン
ケート

改善策

Ⅳ 9 ⑪ 上級学年の生
徒を中心に、
進路を考える
機会を年３回
以上設ける。

・ＬＨＲまたは
「総合的な学習
の時間」などで
進路学習を実施
する。
・進路に関する
最新情報を入手
し、提供できるよ
うにしておく。
・外部講師等に
よる、進学や就
職についての講
演を実施する。

未

○進学・就職にかか
わらず学ぶ意義に
ついて話をしていた
だいた進路講演会
は、刺激を受けて進
路決定に生かせる
ような効果があった
と言える。どちらかと
いうと就職面で課題
が見られるので就職
対策について効果
的な指導を考えて
実施したい。

Ｂ

○近年進学する生
徒の方が多かった
が、今年以降就職
希望者が増えそう
なので、就職して
いる卒業生を呼ん
で話をしてもらう
機会を作りたい。
また、就職等に有
利になる資格等の
指導も積極的にし
ていきたい。

⑫ 生徒の進路希
望について、
理解している
保護者が６
０％以上い
る。

・年２回以上の
保護者面談と進
路講演会や「定
時制便り」の進
路指導特集号
等により、進路
選択について共
に考え、質問に
丁寧に対応す
る。

Ａ Ａ

○進路講演会や
学校説明会など
に保護者に参加
してもらえるよう
に、積極的に情報
提供をするととも
に参加申込書の
工夫等をしたい。

Ａ Ｂ

○保護者面談や進
路講演会、学校説
明会に来ていただ
くことを考えるの
はもちろんだが、
来られない保護者
のために臨時の進
路ニュースのよう
なものを発行する
ことも考えたい。

10 　生徒は
自らの
進路に
ついて
真剣に
考え、そ
の実現
に向け
て取り組
んでいま
すか。

⑬ 在校生の就業
率が７０％以
上である。(ア
ルバイトを含
む)

・個々の生徒の
希望にそった就
職・進路情報を
提供して勤労意
欲を高め、職業
適性について
じっくり考えられ
るよう指導する。
・雇用主と連携
して、協力関係
を保つ。

Ｂ

○生徒の社会性
を育むために就
労できるようアル
バイト先の選択の
助言や面接指導
等を行う。 Ｂ

○今までアルバイ
トができなかった
生徒もできるよう
になり、社会経験
を積むことができ
た。

Ⅴ 11 　家庭、
地域社
会に積
極的に
情報発
信をして
います
か。

⑭ 職員が本校周
辺の中学校を
訪問して、学
校説明、案内
等を年１回以
上行う。

・３学期に職員
が分担して各
中学校を回り、
本校定時制の
よさをアピール
する。

未 Ｂ

○定時制のメリッ
トを説明し、適し
た生徒の推薦をお
願いする。不登校
の中学生への働き
かけ(適応指導教室
等)や中学生への資
料配付を強化す
る。

⑮ 家庭や地域
社会に情報を
発信するため
「定時制便り」
を年６回以上
発行する。

・「定時制便り」
を通して保護
者や地域、雇
用主等に、学
校の状況や生
徒の活動につ
いて理解を深
めてもらう。

未

○タイムリーな発
行ができており、
内容も充実してい
る。より視覚に訴
え興味を引く内容
になるよう紙面の
刷新を図りたい。

Ａ

○タイムリーな発
行と発行回数の増
加、内容や体裁の
改善などが図られ
ているが、更に新
しい記事の企画を
行い、全生徒と保
護者に読んでもら
えるようする。

12 家庭、地
域社会
の教育
力を活
用してい
ますか。

⑯ 保護者や地
域社会の人を
講師とした講
演会などを年
３回以上実施
する。

・開校記念講
演、交通安全
教室、防災訓
練、保健講話
等の各学校行
事で、地域の
外部講師を招
聘する。

未

○地域の外部講
師を既に３人呼ん
で、話をしていた
だいた。
今後も、学校行事
で講師を招聘す
る予定である。

Ａ

○地域の外部講師
を招聘した学校行
事は９回であっ
た。来年度も積極
的に学校行事等に
招聘し、生徒のた
めに地域の教育力
を活用させていた
だきたい。

　生徒の
主体的
な進路
選択に
ついて
適切な
指導を
していま
すか。

　計画的
な指導
を行って
います
か。

　開かれ
た学校
づくりに
努めて
います
か。

評価項目 具体的数値項目
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